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その地域が持つ景観を守りながら、
夜間の震災遭遇時の避難誘導を実現する

津波被害を受ける可能性のある沿岸地域を対象として、夜
間の避難誘導に役立つ「光環境」の形成について研究してい
ます。その地域が持つ景観を守りながら、防災も実現しようと
いうのがこの研究の狙いです。
きっかけは、2011年の東日本大震災でした。3月11日の

本震の後、停電したエリアでは、夜間の余震時に沿岸住民の
方が「どの方向に逃げればいいかわからない」という状況に
陥りました。
当然ながら地震は昼夜関係なく起こります。津波も同様で

す。真っ暗な状況で、いかに高台への避難路を確保するか。こ
れは地域の死活問題です。しかし、単純に高台への道にギラ
ギラ光る街灯を設置すればいいかといえば、それも少し違和
感があります。そこで、避難場所や元来の地形を可視化させ
ることで、その地域が本来持つ魅力を夜の景観として浮かび
上がらせるような「光環境」を構築できないかと考えました。
研究対象となるのは、東日本大震災で甚大な津波被害を

受けた東北地方の太平洋側や南海トラフ地震において大規

魅力を浮かび上がらせること。クリスマスイルミネーションや
プロジェクションマッピングのように光が主役になるのではな
く、人々が夜間の光によって、昼間には気づかなかった地域の
景観的な魅力を知り、コミュニケーションに役立てていくよう
な流れをつくりたいと考えています。
普段なかなか意識することはないかもしれませんが、「光」

はコミュニケーションに大きな影響を与えます。白く明るい光
のもとでは、活発なディスカッションが展開されるし、暖色系
の暗い光のもとでは、静かで内面的な会話が自然に生まれま
す。私の研究の原点はこうした分野にあります。
主に室内で行っていた照明の研究成果を公共空間に応用

しようと考えたのは、より多くの人に影響を与える光環境を
構築してみたいという思いから。10年スパンで街全体を変え
ていくような仕組みを「光」を使って実現できるのではないか
と考えたのです。例えば、東日本大震災の後、津波で被災した
東北の沿岸部では、巨大な堤防をつくって地域を守る計画が
各地で持ち上がりました。しかし、美しい海の景観が見えなく
なるというのは、地域にとって大きな損失です。海辺に光を灯
すことで、海の存在を常に認識するだけでも防災につながる
可能性は十分にあるのです。

地域の人々や行政担当者と密に接しながら
社会人で活躍する力も養える

前述した通り、研究室では、すでに岩手県釜石市や宮城県
気仙沼市で避難誘導の光環境を仮設する実験を行い、一部

模な津波被害の危険性があるとされる東海地方の沿岸地域
です。内閣府による南海トラフ地震の被害想定（2012年8
月発表）では、深夜に津波が襲来した場合、昼間の3倍以上の
被害が出ると予測されています。しかしながら、夜間や深夜に
発生する地震や津波に対する避難対策は十分といえません。
地震発生時には、停電も予想され、街灯が消え、行政やマスメ
ディアによる避難勧告も届かない可能性があります。地震発
生から10分以内に行政や他者に頼ることなく、各個人が避
難行動を起こせる準備をしなければならない。そのためには、
「避難誘導」の仕組みが日常に溶け込んでいる必要がある
のです。そこで、この研究では、そのエリアの持つ地形や歴史
的景観といった空間的特徴を光によって日常的に可視化させ
ることで、地域の人々に地理的な方向を認識してもらい、非
常時の迅速な避難行動につなげることをめざしています。
この研究は、2011年の東日本大震災後から継続的に

行っており、科学研究費助成事業の支援を受けるのも今年で
4年目になります。すでに岩手県釜石市や陸前高田市、福島
県いわき市において、避難路に仮設的な照明を設置し、その
誘導効果を実証する社会実験を行ってきました。2018年に
入ってからは、宮城県気仙沼市で同様の調査・研究を行う一
方で、南海トラフ地震の発生が予想される静岡県静岡市と東
伊豆町でも新たな調査をスタートします。本研究には、ぼんぼ
り光環境株式会社代表で、東京都市大学客員教授も務める
照明設計者の角舘政英さんにも研究協力者として参加して
もらい、照明配置のグランドデザイン、維持管理の方法などに
ついて、専門家の視点からアドバイスをもらっています。

夜間の光によって景観的な魅力を発見し
地域のコミュニケーションに役立てていく

私の研究バックグラウンドは建築学で、もともとや照明や
色彩を中心とした環境心理学などをテーマとした研究に取り
組んできました。1990年代から夜間街路にける適切な行動
を支援する光環境の構築に取り組んでおり、現在の夜間避難
路に関する研究は、積み上げてきた知識とノウハウが時代の
ニーズと合致した形となります。
根底にあるのは、「美しい夜の景観とはどのようなものか」

という探究心です。めざすのは、光によって地域の知られざる

では常設に向けた流れもできつつあります。しかし、維持費の
負担や安全対策など行政との調整も必要です。ただ、こうし
たプロセス全体をプロジェクトに参加した学生に経験しても
らうことも重要な学びだと思っています。学生たちは、2週間
くらい泊まり込みで現地調査と実験を行い、地域の人々や行
政担当者と直接コミュニケーションをします。街全体を変える
ような大がかりなプロジェクトに参加した経験は、就職活動時
にも大きなアピールになるようで、2016年度と2017年度
にこの研究に取り組んだ学生たちが公務員になる夢を実現し
ました。
今後は、東北や東海地域でのフィールドワークを行いなが

ら、身近な町をライトアップするプロジェクトなどにも挑戦し
てみたい。光によって、人の心の豊かさを高めるのは、簡単な
ことではありません。こうした研究を通じて、学生たちの創造
性や発想力を育みながら、他者を思いやる心を意識できる人
材を育成していきたいと思っています。
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         求められるのは、
     ものをよく観察する力
照明や色彩をテーマにした私の研究室では、「自分の住む町をライトアッ
プする課題」などに挑戦してもらいます。身近な場所を光で照らしてみ
ると意外な発見があります。ここで求められるのは、ものをよく観察する
力。見逃しがちなもののなかに空間を豊かにする可能性が隠れているか
もしれません。街づくりや空間づくりに興味があるならば、高校時代から
固定観念にとらわれない観察力を磨くことが大切だと思います。

Message

順位 機関種別名 機関名 新規採択累計数
1 国立大学 東京大学 17.0
2 国立大学 九州大学 14.0
3 国立大学 東北大学 12.0
4 国立大学 大阪大学 9.0
5 国立大学 京都大学 8.0
5 国立大学 神戸大学 8.0
7 私立大学 東京理科大学 7.5
8 国立大学 北海道大学 6.0
8 国立大学 東京工業大学 6.0
10 国立大学 広島大学 5.0

10 私立大学 東京都市大学 5.0
10 私立大学 工学院大学 5.0
10 私立大学 早稲田大学 5.0
10 私立大学 近畿大学 5.0
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▲�気仙沼で実施した、夜間に高台への避
難路を認識できるかどうかの調査結果
（上が通常時、下が実験時）

▲�研究室で景観を考慮した誘導照明のシ
ミュレーションに取り組む学生たち。新たな
「光」の可能性を探る

▲�「自分の住む町をライトアップする課題」で提出された学生の作品たち

夜のカラス 1617050 東海林るみ

　場所は地元茅ヶ崎のサザンビーチ。ここの砂浜に、古びた流木が組まれて立っているのを見つけた。

この流木は日が落ちると真っ暗になり見えなくなってしまうので、光を使って昼とは違う一面を引き出し

たいと考えた。昼間はカラスの群が止まっていて不気味な雰囲気を纏っていたが、真っ黒なカラスと対比して

夜は色とりどりの光を灯してポップな演出を試みた。

　光の演出には百円ショップで購入したケミカルライト

を七本用いた。設置は、輪ゴムや S 字フックで流木に固

定する他に、砂浜に挿したりして行った。( 写真４、５)

　ライトの数が少なく、広範囲に配置すると演出のまとま

りがなくなりぼんやりとした作品になってしまうため、

一定のまとまりを保ちつつカラス達が思い思いの場所に

止まる様子を再現してみた。( 写真３)

　写真の撮影にはスマホを用いた。暗闇ではピントや明る

さ、彩度の調整がうまくいかず、成果物のシートの出来は

少し不満が残った。実際の演出はポップで明るいワンシーン

が作れたのでよかった。

写真１　七本全てのケミカルライトを一箇所で使って演出した様子。

写真２　実施場所の昼間の様子。カラス達が自由に羽を休める

写真３　カラスが思い思いの場所にとまる様子を光で再現

写真４ 写真５　100 円ショップのケミカルライト 写真６　他の流木にも沢山のカラスがいて不気味である。
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柏崎

   避難場所入口　

    津波到達ライン　 　　

    高台方向

　 避難場所

    

     60％以上が認識できる

    20 ～ 40％が認識できる

    認識できない     

高台への避難路が認識できる位置
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気仙沼港
五十鈴神社

階段
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熊野神社
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　50％以上が認識できる　　

　20 ～ 50％が認識できる

　調査を行った道

　避難場所　

　避難場所入口　★　

　津波到達ライン　 　　

   高台方向矢印

高台への避難路が認識できる位置

火除け神社

八日町

   避難場所入口　★　

   津波到達ライン　 　　

   高台方向矢印

　50％以上が認識できる

　20 ～ 50％が認識できる

　調査を行った道

　避難場所

高台への避難路が認識できる位置   避難場所入口　　

   津波到達ライン　 　　

   高台方向

    

    50％以上が認識できる

    20 ～ 50％が認識できる

    20％未満が認識できる

    避難場所

高台への避難路が認識できる位置

★柏崎

   避難場所入口　
    津波到達ライン　 　　

    高台方向
　 避難場所
    

     50％以上が認識できる

    20 ～ 50％が認識できる

    20％未満が認識できる

高台への避難路が認識できる位置

★

0 50 100 200m○

★

★★
★★

★★

★★

★

★

★

★

★

神社の
ライトアップ
お祭りの時には人が賑わう神社。
しかし普段はひっそりとしていて
寂しい感じがする。
光の力で夜の神社を魅力的なモノにする

使用器具
LED ライト、セロハン、

人型に切って、塩ビにはる

普段の様子↓→

→お祭りで行われる盆踊り、人々が自由に踊り楽しむ。
そんなひとときの様子を、ピンポイントでライトアップし
表現した。

↑二つの狛犬をライトアップ。不似合いな色合いもあるが、明るいことによって近寄りづらさが減ったとともに興味を引き立てるような空間ができた。　
使用器具 LEDライト ×２、セロハン

　　　　　　1617032　桑原優子

Park

Home

　私の家の近くには、公園がある。今回は、その中にある少し変わった遊具をライトアップした。これは、コンクリート製の壁に色々
な穴が空いているだけだの遊具である。これに、地域の子供たちがペイントを施している。子供たちのペイントは、自由で統一性のな
いごちゃごちゃしたデザインになっている。とても面白く公園の象徴的シンボルになっている。しかし、夜になると暗くペイントを楽
しむことができない。そこで、ライトアップをすることで夜でも楽しむことができたらと考えた。
　子供たちのペイントと同じく、ごちゃごちゃしたライトアップを提案した。統一性のあるライトアップよりも上手く混じり合うと考
えたからだ。「色が絶えず変化する照明」や「布によって風を感じることのできる照明」など多くの種類の照明を混ぜ合わせることで、
ごちゃごちゃしたライトアップを実現させた。

Busy Lighting
子供の手によって描かれた壁をごちゃごちゃした光で照らす

使用機材：懐中電灯・色が変化する LED・LED キャンドル・布・コップ・セロハン


